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成
年
年
齢
の
十
八
歳
へ
の
引
き
下
げ
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
六
月
十
三
日
に
成
立
し
た
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
は
、
成
年
年
齢
を
現
行
の
二
十
歳
か
ら
十
八

歳
へ
と
引
き
下
げ
る
民
法
第
四
条
の
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
成
年
年
齢
の
見
直
し
は
、
明
治
九
年
の
「
太
政
官
布
告
」

で
満
二
十
歳
と
さ
れ
て
以
来
、
約
百
四
十
年
ぶ
り
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
齢
条
項
を
有
す
る
様
々
な
法
律
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
同
法
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
慎
重
な
議
論
が
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
、

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
等
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

民
法
に
お
け
る
「
成
年
」
と
は
、
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
独
立
し
て
行
え
る
年
齢
、
及
び
親
権
に
服
す
る
こ
と
が
な
く

な
る
年
齢
の
こ
と
を
指
す
と
承
知
し
て
い
る
。
一
方
で
、
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
「
成
人
の
日
」
の
規

定
は
「
お
と
な
に
な
つ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
成
年
」
以
外
に
、
「
成
人
」
「
お
と
な
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

世
間
一
般
で
は
「
成
年
」
「
成
人
」
「
お
と
な
」
は
、
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
民
法

改
正
で
、
「
成
年
」
の
年
齢
が
法
的
に
十
八
歳
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
「
成
人
」
や
「
お
と
な
」
の
年
齢
も
、
同
様
に

十
八
歳
と
な
る
の
か
。

一



そ
う
で
な
い
場
合
、
祝
日
法
に
お
け
る
「
成
人
」
「
お
と
な
」
と
、
民
法
に
お
け
る
「
成
年
」
の
年
齢
と
の
間
に
齟
齬
が

生
じ
る
が
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
、
成
人
式
を
十
八
歳
で
挙
行
す
る
自
治

体
と
、
従
来
通
り
二
十
歳
で
挙
行
す
る
自
治
体
が
生
じ
る
事
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

二

現
在
ま
で
に
、
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
、
及
び
選
挙
権
年
齢
は
満
十
八
年
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
今

回
の
民
法
改
正
に
よ
っ
て
、
成
年
年
齢
が
十
八
歳
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
飲
酒
・
喫
煙
禁
止
年
齢
は
、
現

行
の
二
十
歳
未
満
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
十
八
歳
及
び
十
九
歳
の
者
の
飲
酒
・
喫
煙
を
禁
止
す
る
理
由
と

し
て
は
、
健
康
被
害
防
止
と
非
行
防
止
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
十
八
歳
及
び
十
九
歳
の
者
は
、
投
票
を
通
じ
た
政
治
的
な
意
思
表
明
や
、
法
的
行
為
を
独
立
し
て
行
え
る
年
齢

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飲
酒
・
喫
煙
に
つ
い
て
は
そ
の
権
利
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
民
法
改
正
で
、
十

八
歳
及
び
十
九
歳
の
者
は
、
二
十
歳
以
上
の
者
と
同
じ
「
成
年
」
と
な
る
が
、
な
ぜ
引
き
続
き
権
利
を
制
限
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
た
の
か
。
ま
た
、
従
来
は
一
致
し
て
い
た
選
挙
権
年
齢
、
成
年
年
齢
、
そ
し
て
大
人
の
嗜
み
と
さ
れ
る
飲
酒
・
喫

煙
が
で
き
る
年
齢
等
が
不
一
致
と
な
れ
ば
、
「
お
と
な
」
の
年
齢
に
関
し
て
、
国
民
に
混
乱
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

二



三

少
年
法
に
お
け
る
「
成
人
」
は
、
満
二
十
歳
以
上
の
者
で
あ
り
、
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
は
「
少
年
」
と
し
て
扱
わ
れ

る
。
今
回
の
民
法
改
正
で
、
成
年
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、
十
八
歳
及
び
十
九
歳
の
者
は
、
民
法
上
は
「
成

年
」
で
あ
る
が
、
現
行
の
少
年
法
で
は
「
成
人
」
で
は
な
く
「
少
年
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
民
法
改

正
に
よ
っ
て
、
今
後
、
十
八
・
十
九
歳
の
者
は
、
契
約
等
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
判
断
能
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
者
が
犯
し
た
罪
を
、
刑
事
事
件
上
は
「
少
年
」
が
犯
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
齟
齬
は
な
い
の

か
。
ま
た
そ
の
法
的
な
影
響
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


